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地球温暖化防止への配慮はもちろん、限られた資源の有効活用の観点からも

省電力や熱対策など、環境に配慮した IT 化の取り組みは、社会にとって必要不

可欠となっています。いまや全世界の総電力需要に占める IT 機器の消費電力は

５％を超えており、この数字は今後さらに増加していくものと予想されます。 

今後我々はグリーンＩＴ、エコ社会の実現へ向けた取り組みを更に徹底し、

同時に消費資源の最小化を図り経営効率を改善することが求められています。

大容量の電力資源を必要とする高性能計算機を、超低消費電力型に置きかえる

など運営面での努力が必要です。 

さらに情報基盤研究開発センターでは、一般の部局としてのエコロジー活動

に加えて、九州大学全体の情報基盤を預かる責任部局として IT 機器の調達なら

びに運用において常に低消費電力化を意識し、「地球に優しい情報環境」の構

築に取り組んでいきます。 

 

 

第１章 環境配慮活動に向けて 
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  情報基盤研究開発センター長  小野 謙二 
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第１章 環境配慮活動に向けて 

 

 

 

■情報基盤研究開発センター概要 
 

 

部局名 情報基盤研究開発センター 

 

所在地 〒８１９－０３９５ 福岡市西区元岡７４４ 

TEL 092-８０２-2６１４ 

URL http://ri2t.kyushu-u.ac.jp/（情報基盤研究開発センター） 

 

設立  ２０００年（平成１２年４月１日） 

 

情報基盤研究開発センター組織図 

 

センター長        

副センター長 

研究部門     学術情報研究部門 

言語教育環境研究部門 

学習環境デザイン研究部門 

先端ネットワーク研究部門 

                 学際計算科学研究部門 

                 先端計算基盤研究部門 

                  

 

 

 

構成員 教職員 ３２名（平成３０年３月３１日 現在） 

     ［内訳] 教員 1６名，学術研究員２名，テクニカルスタッフ１名 

          事務補佐員 ７名，技術補佐員 ６名 

 

報告期間 

「環境報告書２０１８」に記載している内容は，主に２０１７年度（平成２９年４月１日

から平成３０年３月３１日まで）の取り組み，実績値を中心にまとめています。 
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第１章 環境配慮活動に向けて 

 

 

■環境マネジメント体制 

 

 

平成１７年４月１日に施行された「環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配

慮した事業活動の促進に関する法律」（環境配慮促進法）を受け，本学に置かれている「環境

保全管理委員会」の下に，本センターにおいて，環境広報部会，環境教育部会，資源エネルギ

ー部会及び環境安全部会を設けております。 

 各部会に担当者を置き，本センターにおいて環境マネジメントシステムを構築し，環境保全

管理委員会に活動報告書が提出できるような体制を整えるよう目指しております。 

 

 

 

環境配慮の取り組み体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               情報基盤研究開発センター 

 

 

 

 

 

 

 

  

総長・役員会 

環境保全管理委員会 

安全・衛生部会 

センター長 環境部会 

・環境広報部会 

・環境教育部会 

・資源エネルギー部会 

・環境安全部会 

環境幹事会 

全学環境部会 

・環境広報部会 

・環境教育研究部会 

・資源・エネルギー部会 

・環境安全部会 

環境報告書 

部局長会議 

第１章 環境配慮活動に向けて 
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第１章 環境配慮活動に向けて 

 

 

 

■環境活動計画と目標 
 

 

事  項 取  組  と  目  標 

温暖化対策 平成 2９年度は夏季の室温を 28 度に設定するととも

に、クールビズを励行した。また、廊下の電気は消すな

ど、こまめな消灯を行い、省エネに努めた。平成３０年

度も引き続き努力し、建物延床面積当たりのエネルギー

使用量の前年度比 1%以上削減を目指す。 

資源環境 平成 2９年度は「九大ＷＥＢリサイクルシステム」の

利用拡大を推進し、活用した。また、古紙については各

フロアに古紙回収容器を設置し、「紙切れ」等の分別回収

を励行し、回収量を前年度より増やすよう努力を行った。

平成３０年度も引き続き努力し、前年度比５％以上の回

収量増加を目指す。 

グリーン購入 平成 2９年度は九州大学グリーン調達方針に基づく調

達を行った。平成３０年度もグリーン購入を促進する。 

 

  

情報基盤研究開発センター外観 

第１章 環境配慮活動に向けて 
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第２章 環境保全 

 

 

■環境活動等 
 

■節電 

 廊下や執務室以外は外光を取り入れることで昼間は消灯しています。また、執務室につい

て昼休みは消灯し電気代の削減に貢献できるよう努めています。 

外光を取り込みにくいトイレや階段等は人感センサーによる自動点灯・消灯を行っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■温湿度計の設置 

 温湿度計を随所に設置し、恒に教職員が温度・湿度を確認できエコ活動に貢献できるよう

に努めています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 環境保全 
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■空調機におけるファンの設置 

 空調機にファンを設置することで冷暖房の温度ムラを解消し空調効果の向上に努めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■エコポスターの掲示 

随所にエコに関するポスターを掲示をし、教職員へのエコ意識向上に努めています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

■建物内禁煙 

建物内を禁煙にし、喫煙所を外に一カ所に設けることで分煙環境に努めています。 
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第３章 エネルギー･資源の削減 

 

 

■エネルギー消費量 （電気、ガス、水、ゴミ等、資源リサイクル等） 

 

 

光熱水料  

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

電 気 893,670 1,014,622 1,044,947 1,129,492 1,305,914 1,263,266 

13,590 15,402 15,713 16,594 19,424 19,931 

上水道 34 1 37 1 34 1 

         21 0.5 22 0.5 21 0.5 

下水道   152   169   236 

  68   75   106 

ガ ス 294 117 625 2,707 3,097 1,594 

18 7 41 184 214 110 

単位   （電気）上段：kwh 下段：千円   （上下水道）上段：m3 下段：千円 

           （ガス）上段：m3 下段：千円  

 

 

 

古紙回収                                                          単位：ｋｇ 

  

 

 

 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合  計 

681,531 835,541 939,769 938,684 812,873 874,620 11,734,929 

11,254 13,271 14,165   14,044 12,215 13,464 179,067 

79  37  40  264 

         49  23  25  162.5 

  167   84   76 884 

  72  35   32 388 

361 821 2,179 3,172 2,534 1,645 19,146 

25 56 148 215 176 116 1,310 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合計 

300 130 80 30 10 40 40 50 70 90 70 40 950 

第３章 エネルギー・資源の削減 
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■スーパーコンピュータ消費電力量 

 

 

 

 

 

 

 

H29 年度より新しく導入されたスーパーコンピューターITO は、詳細な電力情報を出力する

機能を持っています。ITO システムは H30 年１月から全系が稼働開始しましたので、それ以

降の電力情報を収集しており、今後使用電力情報を可視化していきます。 
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■ゴミの分別について 

   

・ゴミ箱は分別できるよう設置し、日頃からゴミの分別を呼びかけています。ま

た職員が正しく分別されているかのチェックを定期的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

                    

第３章 エネルギー・資源の削減 


